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１．組織の概要

１－１事業概要
①事業所名及び、代表者名

②所在地

　　　秋田県大仙市太田町太田字新田街道上４９

③環境管理責任者及び担当者連絡先
　　環境管理責任者 工場長　加藤政博
　　環境管理事務局  　          髙野千草高野千草

連絡先 TEL　　0187-88-2527
FAX　　0187-89-1534
tigusa.ｔａｋａｎｏ＠kato-plastic.com

④事業内容

各種プラスチック部品の成形・加工

１－２事業の規模

2022年

ｔ 72.8

人 8

ｍ2 270.46
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会社名：株式会社　加藤プラスチック工業

代表者名：取締役　加藤幸徳

 

主要製品生産量

従業員数

床面積



２．対象範囲

２－１対象範囲
　全組織・全活動

２－２環境経営組織図
環境経営システム組織図

※ＥＡ２１の対象範囲
  代表取締役社長

EA21環境事務局

環境経営システム　役割・責任・権限表

①経営における課題とチャンスを整理し明確にする。

②環境経営方針の策定

③実施体制の構築
④資源の準備
⑤全体を評価し、見直し・指示をする

①環境経営システム実施・維持
②年間教育計画の策定と運用
③環境経営システムの進捗状況の代表者へ報告
④環境経営レポートの承認

・環境経営マニュアルの作成
・環境経営システムの関連文書の作成
・関連法規制等の情報の入手
・環境負荷と環境活動の把握及び評価の実施
・環境目的及び環境目標の設定並びに環境活動計画の作成
・各部門の環境に関する教育訓練計画の作成及び実施（年１回）とその効果の確認
・環境関連法規等の保守管理（主として）報告
・外部コミュニケーションの受付及びその対応
・消火器の有効期限確認の実施（原則として年１回）
・専門教育の実施（年１回）とその効果の確認
・内部コミュニケーションの受付及びその対応
・自部門排出物の管理

品質管理 経理

代表者

環境管理責任者

部門長及び社員

役割・責任・権限
代表者

ＥＡ２１事務局

環境管理責任者

成形
社員

社員

加工
社員

社員
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基　本　理　念

　　当社は、地球環境問題を考慮し、環境に配慮した良い企業活動を行うことを
　　基本理念とし地球環境の保全と地域社会へ貢献するため活動をする。

行　動　指　針　

　　当社は、プラスチック製品製造業を生業とする事業所であることを
　　踏まえ、地球環境の調和、資源の有効利用と環境保全を目指し、
　　以下方針に従い環境管理を行う。

①環境保全活動の向上を心掛け、環境目標を設定し、活動状況及び
　 情報を反映して定期的に見直しするとともに、継続的な改善を図り
　 環境管理を行う。

②環境に配慮をし、二酸化炭素の削減（省エネルギー・省資源に努力し、汚染発生）を予防

③関連する法令・規制などの厳守、及びその他の要求事項を守り、汚染防止と

　 環境保全活動の継続的な改善をおこなう。

④地域社会貢献活動を推進して行く。

⑤不良の低減に努める。

　　当社で業務する全従業員に対して環境方針の周知と地域環境への理解を図る。
　  この環境方針は、社外にも公表するとともに広く一般の方へ入手及び開示可能とする。

　　

加藤　幸徳

環　境　経　営　方　針　

株式会社　加藤プラスチック工業

代表取締役

　 し、水使用量及び廃棄物の削減とリサイクルに努める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    制定：2008年10月1日
　　　　　　　　　　                  改訂：2022年10月1日
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４．環境目標設定（2022年度～2025年度）

項　　目 主要施策 基準年 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

・二酸化炭素排出量の削減 （2021年）

（2025年度までに0.4％削減） 126,573Kg－co2 0.1％減 0.2％減 0.3％減 0.4％減

・廃棄物排出量の削減 （2021年）

（2025年度までに0.4％削減） 5,550Kg 0.1％減 0.2％減 0.3％減 0.4％減

・地下水使用量の効率化 （2021年）

36,751 0.1％減 0.2％減 0.3％減 0.4％減

・社会貢献活動推進 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回

・OA用紙使用量削減 (2021年)

6,000 0.1％減 0.2％減 0.3％減 0.4％減

・不良削減

データの抽出

2%減 4% 減 6%減

1

2

3

4

5

6

電気、ガソリン、
灯油使用量の削
減

社内・地域の清掃

使用枚数の削減

不良金額の低減

廃棄物の分別、
減量

冷却作業の適正
管理(無駄をなく
す）
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５．環境活動計画（2022年度）

担当部署

二酸化炭素排出の削減 電気の使用量削減 ・不用照明の消灯（昼休みなど） 全部署

2021年を基準に ・機械の未使用時事の電源オフの徹底

・冷暖房の設定温度（夏季27℃冬季23℃）

2022年目標値 0.1%/年減（kg-co2) ・社有車のアイドリングストップの徹底

廃棄物排出量の削減 廃棄物減量化 ・廃棄物の分別徹底 全部署

・成形時に不良品を出さないように作業

・仕様書通りに作業を行う

2022年目標値 0.1%/年減（㎏）

水使用量の効率化 冷却作業の適正管理 ・水使用時には意識して節水する 全部署

（無駄をなくす） ・機械から出る排水を消雪に利用

・漏水の点検

0.1%/年減（m2)

社会貢献活動推進 地域周辺の清掃活動 ・地域清掃・社内清掃を年2回行う 全部署

OA用紙使用量の削減 使用枚数の削減 ・裏紙を使う 全部署

不良削減 不良金額の低減 ・不良を作らない 全部署

6

3

2

1

4

5

126,446ｋｇ-co2

2022年度目標

データの抽出 

　　5,544㎏

2022年度目標

5,994

目　　　　的 目　　　　標 実　施　事　項
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６．環境目標の実績

運用期間は（2022年1月～2022年12月）

基準

2021年 目標 実績 達成率 評価

＊○：達成率100%以上　　△：達成率90％～100%　　×：未達成90％未満

＊達成率（％）＝目標値／実績値×100

 

７．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
評価

二酸化炭素排出の削減 ○ 継続して行う　（昼休みなど）

・機械の未使用時の電源オフの徹底 ○ 温度設定管理を行う

・冷暖房の設定温度（夏季27℃　冬季23℃） ○ 継続して行う　

・社有車のアイドリングストップの徹底 ○

廃棄物排出量の削減 ・廃棄物の分別徹底 ○ 継続して行う

・成形時に不良品を出さないように作業 ○ 継続して行う

・仕様書通りに作業を行う ○ 継続して行う

水使用量の削減 ・水使用時には意識して節水する ○ 節水に努める　　

土・日止める

・機械から出る排水を消雪に利用 ○ 継続して行う

・冷却作業の適正管理（無駄をなくす） ○ 継続して行う

・漏水の点検 ○ 継続して行う

社会貢献活動推進 ・地域清掃・社内清掃を年2回行う ○ 継続して行う

・二酸化炭素排出量の削減
（購入電力の排出係数：0.477kg-
co2/kwh）ガソリン等含む

・廃棄物排出量の削減 kg 5,5445,550

126,573

5,940 93% △

126,446 125,912 ○

目　　　　的 実　施　事　項 次年度の取組み

・不要照明の消灯（社内の蛍光灯を全てLEDに交換）

項目 単位
２０22年度

100%ｋｇｃo2
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８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

          適用欄記号（ ◎：法規制等適用、○：自主的適用）

遵守状況

測定 結果

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

廃棄物処分委託業者の契
約

無 無 有
保管庫・ﾏﾆｭﾌｪｽ
ﾄ・委託契約

◎

2

フロン排出抑制法 エアコンの点検

無 有 有

公害防止

◎ ○

3
消防法 消火器設置

無 無 無 ◎ ○

EU圏への輸出製
品なし
但し、顧客要求
有

5

水銀汚染防止法 産廃業者を通じ廃棄する

無 無 無

公害防止

○ ○

＊環境関連法規制等の遵守状況をチェックした結果、過去三年間近隣住民からの要請、苦情、
　　環境法規制等の違反はありませんでした。

4

電気・電子機器含有特
定危険物質使用制限
(RoHS)指令

EU圏で使用される電気・
電子機器への特定物質使
用制限

無

◎

適用環境負荷
届出 報告

1

無 無 ○○

環境関連法規、条例要求事項

№ 法令・条例名
法　的　要　求　事　項

7



9．社会貢献活動と訓練

    油漏れ除去訓練 ２０２2/10/21実施

10．代表者による全体評価と見直し・指示

見直し項目 評価 改善及び指示

省エネタイプの成形機導入でco2の削減を計
り生産力のアップも図る

今後もco2削減を意識して管理する事

①環境経営方針 引き続き環境保全につとめる 特になし

(結果)
２０２2年は、廃棄物排出量削減が目標に達成することができなかった。
考えられるのは、不良数が多くそれに伴って廃棄物が多くなってしまっていると考え
られる。よって来年度は不良の削減を目標に取り組んでいきたいと思う。

③実施体制 代表者と環境管理責任者を分離した 責任者を増やしより強化していく事

②環境経営経営目
標及び計画

④その他
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